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なので，「東京師範学校」での教育は Ｍ. Ｍ. スコ
ットのようなアメリカ人やアメリカの師範学校






8 8 × 1 ＝ 8 
中 学 区
（中学校）
32 8 × 32 ＝ 256
小 学 区
（小学校）
210 8 × 32× 210 ＝ 53760
「諳厄利亜興学小筌」




































科書として貴重なものが豊富にある。E a s y
Lessons＊ by S. R. Scofield（1864）や Epes Sargent
による The Standard Speller＊（1870）， The




















デニングの読本に先立ち，A Grammar of the
English Language for Japanese Students＊とい






















Cathcart' s Literary Reader＊ 2 巻が出版され
る。これは19世紀英米の作家たちが書いた文章の
アンソロジーであり，英語教員志望者たちが教室
で読んだものと考えられる。
これらの「舶来」の読本，文典，英作文教科書
から国産英語教科書へと進化していくわけだが，
同時にまたそうした教科書で学んだ英語教師たち
が生徒にどのように英語を教えたかも容易に想像
がつく。日本の英語教育史にとって貴重なこれら
の教科書が改めて研究されることは，英語学習熱
が高まりをみせる今日においてこそ，いっそうの
意義を持つように思われる。同種のブームは明治
時代にもあったからである。
（この稿を書くに当たり櫻井役の名著『日本英
語教育史稿』（1936，復刻1970）に負うところ大
であった。記して感謝したい。）
（おおくま・さかえ　現代語・現代文化学系教授）
「英語階梯」 「English Readers」
